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陳 順和
　大学で中国語を教えてから12年目に入りました、この期間に、テーマと
して研究しつづけてきたのは「どう教えれば学生達の中国語が早く上達す
るか」であります。簡単なテーマだと思っていますが、現実には、テーマ
に関連する課題が実に多い、例を挙げれば次のようなものがあります。
　1．学生達を勉強させるとすれば、まず中国・中国語に対し、興味を持
たさなければなりません、どんな方法があるのか？
　2．学生達は学生生活をよりゆったり過ごしたいという気持を持ってい
る中で、どういう方法で積極性を引き出せるのか？
　3．外国語を勉強する自信はもうなくなってしまった学生達に、どのよ
うにして自信をつけさせるのか？
　4．暗記・暗唱嫌う学生達は、どういう方法で中国語の四声に慣れてく
れるのか？また、単語数をどうしたら増やせるのか？
　5．小テスト・期末テストをしても、勉強してくれない学生達は、どう
すれば勉強してくれるのか？勿論、落とせばいいと言えない中で。
　6．中国に関してのことをビデオで紹介するなら、何か一番いいのか？
種類は文明・歴史・文化・政治・経済・社会と生活現況など多いのに、限
られてる時間の中で、この種のビデオを厳選しなければなりません。
　7．より効果がある教え方はなんなのか？
　8．教えるには、方法だけではなく、教材も勉強成果に大きな役割を占
めています、どんな教材がより理解しやすく、より効果的なのか？
　9．中国の現状をよりよく知らせたいために、新聞記事をどう使えばい
いのか？
　10．中国語をマスターしたい学生達がほとんどなのに、真剣に勉強した
学生はわずかで、その「したい」という気持をどうすれば「実行」させら
れるのか？
　11．あまり勉強しない学生もいて、教える量もだんだんと減少して行く
中で、レベルを維持するために、学生をどう引き上げればよいか？
　教える立場に立って、一方的に教えるだけではなく、変化しつつある学
　　　　　　　　　　　　　　一298一
中国語の勉強について（二）
生を把握して、ときには学生の気持ちに合わせ、少ない分量なおかつ簡単
なものを教えて、さらに、学生を引き上げていく、一定の量を勉強させる
のは、大変苦労のいる仕事だと思います。こういう教え方の中で、何か巧
みな方法があるのかなと思いながら、この研究テーマを設定しました、こ
れは10年も前のことでした。2年前には「中国語の勉強について（一）」を
本誌で発表しました。今年は「中国語の勉強について（二）」を試しにやっ
ていただきたいと思います。（一）では中国語の学習態度を1989年と1997年
で比べてみました、今年はさらに1999年のアンケートと月刊誌「中国語」（99
年11月号）のアンケートを加えて比較してみました。そめ他に、学生達が
中国の文化・歴史・生活に関するビデオを観て選んだものの順番を考察し、
勉強態度に関するアンケートも検討しました、また、「中国語検定試験」に
よって、学生の学習到達度を調べました。
　以下、本論文を三項目に分けて論じていきます。
?．?? 誌「中国語」のアンケート調査と本校のアンケート調査を比べる。
二．中国の文化・歴史・生活の現況を紹介するビデオを学生はどう見てい
るか？
三．「39回中国語検定試験」の結果に学習成果を考察する。
?、?? 誌「中国語」のアンケート調査と本校のアンケート調査を比べる。
　月刊誌「中国語」は大学の中国語学習について、東京を中心に、関西も
含めて10校の大学生にアンケート回答をお願いしました、回答は、すべで
で896通、内訳は、第2外国語として中国語を選択している者539人（初級
と中・上級）、第1外国語として中国語を選択している者153人（初級と中・
上級）、専攻者202人（専攻1年～4年）。本稿は本校と同じように第2外国
語として中国語を選択している者（人数不明）を使います。
1．中国語を選択した理由は何ですか？あてはまるものすべてに「O」を
つけてください。
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（1）隣国のことばだから…………一……・……・一………・一…一………973
（2）単位が楽に取れると聞いたから…………一・…・甲………………・9……36
（3）同じ漢字で親しみがもてそう　…一…一……・…………・一…9・…・・117
（4）中国に長期滞在した経験がある……………・…・・…………・……・・……4
（5）漢詩・漢文が好きだった…………一一・……・………一・……………34
（6）英語にかわる外国語を学習したい…・…………一・……・…一……・…46
（7）親族にすすめられて………………………一一……・…一……一…・36
（8）先輩・友人にすすめらて・………一……・………・・………・……………33
（9）テレビの中国語講座を視聴してひかれた…一…………・……………2
（1①ラジオの中国語講座を聞いてひかれた・………………・・………………6
（11）中国武術に興味がある…一・…………9…一…一……・…・…・一……11
（拗中国映画・音楽が大好き……………・・…・・…一…………9……………27
（職中国のスターが好きだから………一……………・…………・…………7
（⑳中国に関するテレビドラマ・ドキュメントに感動して………………　7
（19中国の悠久の歴史に関心がある一…・…………・一…・…………・……50
（1⑤身辺に中国人の友人がいる………・……・・…………・……・・……………27
（1の就職に有利と考えて・……………一D……一……・…・…・…………・…・28
（18中国の将来に魅力を感じる・………………・……………………………・74
（19中国語は格好がいい……一………・9…・………一…・・一……………・16
⑳日中戦争など、目中関係の歴史に関心があって・・………………・……20
伽中国旅行をして動感し、今度は現地で使いこなしたい………………8
⑳文学作品など、原文で読んでみたい……………………一…………・・15
㈲第2外国語をとにかく選択しなければならないから……………・…・・36
⑫の中国人は不思議な感じでおもしろい一一…・……・…一…一……・一25
㈲特に理由はなく何となく・……・…………・・………………・・……………10
　99年本校のアンケート（99年4月・184名）と97年、89年のアンケート調
査の結果。
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なぜ中国語を選択したのですか？
（1）中国語をマスターし、将来に役
　　　　　　　　　　　　　　77　立てたいから
（2）中国の古代文化に興味があったから　40
（3〉中国の人と社会に興味があったから　36
（4）中国の地理と自然が好きだから　　　10
（5）趣味・教養として　　　　　　　　　32
（6）中国語は漢字だから勉強しやす
　　　　　　　　　　　　　　58　いと思った
（7）親や、友人等に勧められて　　　　　56
（8）他に選択する科目がなくて仕方
　　　　　　　　　　　　　　　9　なく取った
（9）英語よりも面白そうだったから　　　15
（1①英語が苦手だから　　　　　　　　　　12
（1Dその他　　　　　　　　　　　　　16
1999　　　　1997　　　　1989
％　　％　　％
（41．84）　　　47．70　　16．07
（21．73）
（19．56）
（5．43）
（17．39）
16．09
20．11
3。44
14．94
5．35
14．28
8．92
17．85
（31．52）　　　28，73　　45．53
（30。43）　　　22．98　　31。25
（4，89）　5．74　1．78
（8．15）
（6．52）
（8．69）
4．59
7．47
7．47
8．03
3．57
7．14
　月刊誌「中国語」（以下「月」と称します）には、「同じ漢字で親しみが
もてそう」を選んだ者が一番多く117名、本校の2回の調査で、両方とも2
位になりました（28．73％と3L52％）、でも10年前に他校でやはり45．53％
で1位でした、これを選んだ学生は中国語を軽視して、勉強しにくくなる
と直ぐにやめてしまいます。「月」の2番員は「中国の将来に魅力を感じる
ため」の74名でそれに次いで「隣国のことばだから」の73名でした。これ
は本校の「中国語をマスターし、将来役に立てたいから」にあたると思い
ます。どちらでも中国語を重要視しています（本校では「隣国のことばj
を調査しなかった）、本校では47．7％と4L84％で2年とも1位になりまし
た、とても積極性がある考えでした。10年前他校の16．07％より、はるかに
良い方向に向かってます、世の中に中国語の重要性がだんだんとはっきり
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してきた原因もあると思います。「月』の3番員は「親族にすすめられて」
と「先輩・友人にすすめられて』合計69名でした、これも本校の調査と一
致しました（22．98％・30．43％）、他校は2位でした。「月」の4番目は「中
国の悠久の歴史に関心がある」が50名でした、同じように本校も「中国の
古代文化に興味があったから」（21．73％）が第4位で、「中国の人と社会に
興味があったから」（19．56％）が第5位でした、一つは中国の歴史、もう
一つは中国の現在、どちらも中国本体についての関心が高いと思います（97
年は古代が5位で現在が4位）、10年前他校では中国古代に関心を持たなかっ
たようです、おもしろいように「月」と本校の調査で、1位から4位まで
はほぼ偶然に一致しました（他の質問は異っているので、比べることがで
きない〉、大学一年生が中国語を勉強するのにあたり、大体同じ考えで中国
語を選択すると言えるでしょう・その考えは次の通りです。
（1）中国の将来に魅力を感じる、将来に役に立てたい、隣国のことば。
（2）同じ漢字で、親しみが持てそう、漢字だから勉強しやすい。
（3）親や先輩・友人に勧められて。
（4）中国の悠久の歴史に関心がある、中国の古代文化に興味がある、中国の
人と社会に興味がある。
2．あたながめざす中国語学習のレベルは？
（1）単位さえ取ればよい…・…・
（2）中国の友人と中国語で簡単な会話ができる程度・り…
（3）中国関連企業へ就職して交易業務を中国語でこなせる程度・
（4）通訳ガイド試験合格程度………・…・……9
（5〉検定試験の上級程度…一・一……・　　　　　　　　　　9・…
（6）辞書を使って中国の新聞・雑誌がひと通り読める程度…・…
（7）中国の映画・テレビ・ラジオ放送を少し聴き取れる程度・…
（8）中国語の小説が鑑賞できる程度…・
（9）趣味の範囲でけっこう・
51
45
16
?????
??
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（1①その他…・一…………・……………・・…・……………9一・……・………・・2
　99年本校のアンケート（99年4月・184名）と97年・89年のアンケート調
査の結果。
　中国語では特に何を上手になりたいと思いますか？（複数回答可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999　　　　1997　　　　1989
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　％　　　％
（1）会話
②小説・新聞などを読むこと
（3）手紙や文章を書くこと
（4）わからない
（5）旅行用語
（6）無回答
148
36
40
12
（80．43）
（19．56）
（21．73）
（6．52）
調査なし
77。01
10．91
9．77
9．77
33．33
80．35
　8．03
10．71
12．50
調査なし
　　　　　　　　　　　　　　　1
　「月」では、「簡単な会話ができる程度』（145名）が圧倒的な差で1位と
なりました、本校の2回の調査と他校も同じ現象でした（77。01％・80．43％・
80．35％）、次に、新聞を読める程度手紙を書ける程度は、ほぼ同率で大差
がありませんでした（10．91％と9．77％、19．56％と21．73％、8．03％と10．71％、
「月」の質問は新聞を読むだけ）、しかし、本校で調査はしませんでした「単
位さえ取ればよい」と「趣味の範囲でけっこう」は、51人と38人で2位と
3位になりました、勉強意欲は薄いと言えるでしょう、積極性のない外国
語勉強は、成功する可能性も低いと思われます。女子高校3年生の大学や
短大に進学したいと思う目的、理由は、「学生生活をエンジョイしたい」が
51．4％も達しています（複数回答で、専門的な知識を身にっけたい43．0％、
技術・資格を身につけたい36．8％、学歴（肩書）をつけたい29．2％、本格
的に勉強、学問をしたい26．6％。97年7月15日読売新聞）、楽をしたいのだ
から、「単位だけ」、「ちょっと趣味でやる」と答えるのは考えられます。「会
話」できるようにと望みますが、1年の勉強では、実際に「簡単な」会話
さえもできないとはっきり分かって、やめてしまいます。原因は、楽しい
会話をしたいだけで、苦しい学習をしたくないからです。「月」のアンケー
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トと座談会の中に、A先生「いま教えていて感じるのは、残念ですが、学
生のうちで、ピンインをしっかり把握し、書いて読んで発音できるものが
非常に少ないということ。1クラス50人のうち、5人いたら最高です．」、
B先生「本当、そのとおり。」D先生「ある学生の弁ですが同級生のほとん
どがピンインを理解できずに脱落していく。自分は専門学校で学習したの
で何とかついていける。中国語は発音がすべての基本なのに、大学の授業
ではどうして徹底しないのかわからない、というのです。」B先生「卒業す
るまで結局身につかない。」A先生「悪いことにピンインというのは、らし
く読めば何となく読めた気になる。漢字もらしく読めばごまかせる。だか
ら、いい加減で通してしまう。」以上の座談会は現実を現していると思えま
す、学生の不勉強によって中国語の学習も難しくなりました．
　この調査で分かってきたのは次の通りです。
（1）中国語会話を上手になりたい学生が圧倒的に多い。
（2）消極的に中国語を履修する学生もやや多い（「月」の調査による）。
（3）5人に1人が新聞を読むことか、手紙を書くことかを上手になりたい。
（4）学生達の中国語学習の結果はいいと言えない（「月」の座談会による）。
以下は本校99年と97年の調査です。
1999　　　　1997　　　　1989
％　　　％　　　％
1．いずれ中国に行きたいですか？
（1）シまレ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　122　　　（66．30）　　　74．13　　64．28
（2〉まだ考えていない　　　　　　　　　59　（32．06）　25．8634．82
無回答　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　0　　0
何の目的で行きたいと思っていますか？
（1）旅行で　　　　　　　　　　　　　　77　（41．84）　44．8253．57
（2）語学向上のため　　　　　　　　　　10　　（5．43）　6．89　1．78
（3）中国の友人を増やすため　　　　　　3　　（1。63）　4．59　4．46
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（4）中国をもっと知るため　　　　　　　42　（22．45）　18．39　21．42
（5）その他　　　　　　　　　　　　　　1　　（0．54）　4．59　1．78
無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　0　0　　0
2．中国語をマスターしたいと思いますか？
（1）是非マスターしたい
（2）やってみないとわからない
（3）それほど必要と思っていない
（4）全くやる気がない
（5）将来やるかも知れない
（6）その他
無回答
3．中国語を勉強するにあたり、
回答可）
（1）文学
（2）政治
（3）文化
（4）経済
（5）社会
（6）地理・風土
（7）歴史
（8）思想
（9）生活
⑩中国語学
（11）風俗習慣
（121その他
無回答
81　　　（44．02）　　58．04
91　　　（49．45）　　24．71
1　　　　（0．54）　　　　7．47
1　　　　　（0．54）　　　　4．59
10　　　　（5．43）　　　　2．87
0　　　　　（0）　　　3．44
0　　　　0　　　0
43．75
2 ．67
12．50
5．35
8．92
0．89
0
中国の何について知りたいですか（複数
24
19
98
30
37
21
62
35
73
36
87
?
（13．04）
（10．32）
（53．26）
（16．30）
（20．10）
（11．41）
（33．69）
（19．02）
（39．67）
（19．56）
（47．28）
（1．08）
0
10．34
14．36
41．37
19．54
20．68
20．11
37。35
20．11
39．08
17．81
41．95
4．02
0
4。46
13．39
28．57
17．85
24．10
16．07
19．64
11．60
28．57
17．85
33．92
3．57
　　0
　中国に行きたいと思っている学生は3回の調査とも7割前後、多いと思
います、理由は「旅行」と「中国をもっと知る」に集中しました。「語学向
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上のため」は10年前より増えてきました。「中国語をマスターしたいと思う」
は、「やってみないとわからない」が今年49．45％で慎重な態度を現します
（4月に調査した原因で97年と異なった結果が出ました）。「是非マスター
したい」のが半分近くにまでなるが、真剣に勉強している学生は半分もい
かないようです。10年前は「それほど必要と思っていない」がやや多かっ
たが、今年は172人の中の1人しかいません．中国語の魅力は確かに上昇し
ました。
　「中国の何について知りたい」は、「文化」、「風俗習慣」、「生活」、「歴史」
などが重視されています、「文化」と「歴史」は密接したもので、「風俗習
慣」と「生活」も同質性が多い、また「文化」と「風俗習慣」は関連性が
あります、以上の四つはその国の本質と現状を理解するには欠かせないも
のだと思えます、学生の選択は正しいと思います。
　三つの質問で分かってきたのは次の通りです。
（1）中国に行きたい学生が多い。
（2）中国旅行と中国をもっと知りたいために、中国に行きたいと思っている
学生が多い。
（3）中国語をマスターしたい学生が多い。
（4）中国語を勉強するにあたり、中国の文化・風俗・生活・歴史も知りたい
と思っている学生が多い。
二、中国の文化・歴史・生活の現況を紹介するビデオを学生はどう見てい
るか？
　外国語を勉強するには、相手国の文化背景を理解することによって、語
学の勉強にもプラスになるというのが、一般の見解だと思います、特に中
国の場合は、過去から社会主義国のイメージで、誤解されていたところも
多いようです、20年前からの改革開放政策で、国の様子も変わりつつあり
ます、高校のとき、世界史（中国史）を履修しなかった学生が多いため、
　　　　　　　　　　　　　　一306一
中国語の勉強について（二）
中国に対しての認識はとても低いようです。
　学生達に、もっと中国ゐ文明・歴史と現在の生活の様子を分からせ、中
国の政治・経済の変化を知らせ、また、学生達自身から中国の何かにっい
て興味を起こさせ、中国語の勉強にもっとカを注がせたいために、10年前
からいろんなビデオを使って、映像で中国のものごとを紹介してきました。
5年前から、中国についてのビデオの時間数も計り知れないほど増えてき
ました。限られた時間の中で、どんなテーマのビデオを学生に観せたらい
いか、考慮すべき重要な問題だと思います。学生の希望、興味と教師側の
教育目的を合わせるために、去年から、「観たビデオの中の観どころを上・
中・下のどれにあてはまるか「○」をつけて下さい」とアンケート調査を
しました、その調査の結果は次の通りです（以下の数字は「上」の数です、
当時観なかった欠席者も165名の数字にはいっている）。
99年1月の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数…165名
?? ???
題名 内容 分類
??????
??
11／18馬王堆漢墓
2100年前の死体（腐敗していない）
を解剖して、病死の原因を調べる、
当時の生活用品・シールクの蝉羽
衣・芸術品なども公開された。
文明 91
26／24始皇帝 2200年前のできごとで、中国の思想・文字・器物諸文明を紹介する。
文明
歴史
89
36／29中国気功 気功の原理と威力、科学的な根拠など。
文明
文化
78
412／9中国医学 中国医学の歴史と内容とその将来性。
文明
文化
74
512／2中国音楽
中国音楽の主流の一つ、古箏の演
奏（伍芳さん）と中国楽団の合奏
など。
文化
芸術
70
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611／16
中国園林建
築（世界遺
産）
中国の住居、中国の古典的庭園と
建築、求められた精神構造など。
文化
芸術
69
71／11兵馬桶 秦時代の科学的技術 文明 68
811／30中国のアニメーション
水墨画でできたアニメーション
（1960年の作品から） 芸術 66
97／16中国武術（少林寺） 中国の少林寺の武術とその歴史。
文化
歴史
65
10
⑨ 7／8
台湾テレビ
のCM
台湾の無線放送テレビのCM、生
活様子を推察する。
社会
現在の
生活
65
1111／25則天武后 唐時代の文化と歴史、唐と西の国との国際交流。
文化
歴史
64
1212／16黄山（世界遺産）
黄山の自然景色と中国文学とのか
かわり。
自然
文化
63
139／28平遙古城（世界遺産）
歴史的な古城に4万人が暮してい
る、至るところ全部旧跡で、1500
年以上の佛像彫刻が完壁に残され
ている。
文化 60
????
9／30上海 上海住民達の生活ぶりと城市の新貌
社会
現在の
生活
60
1511／18中国料理 蘇州の中国料理（極めて珍しい料理を紹介した）
料理
現在の
生活
56
1612／9中国映画（菊豆）
中国の一部の封建的な伝統とその
悲劇（隠されている趣意は政治の
民主化を求めている点である）
文化
芸術
54
177／6武當山（世界遺産）
中国独自の宗教…道教。道教と医
学・音楽・文学・建築など諸文化
の関係
宗教
医学
音楽
建築
53
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1812／16北京 北京住民達の生活ぶりと城市の新貌。
社会
現在の
生活
52
197／8漢時代のお墓
新しく発見された漢墓の内にも兵
馬桶があり、墓のスケールも大き
い。
文明
文化
47
206／17中国の大学 中国の大学生生活の様子
社会
現在の
生活
45
???? ?
1／11台湾のアニメーション
「小情」というアニメーションは
完成度も高い、称賛された作品。 芸術
45
221／13台湾の大学
台湾の大学のキャンパスと教育の
目標を紹介する、学生の様子も映
した。
社会
現在の
生活
39
231／11中国古代の文物 7000年前のいねと5000年前の玉器
文明
文化
38
249／28
台湾・中国
の若者のう
た
張恵妹のうた、若者のうたを張恵
妹が熱唱する。
社会
現在の
生活
34
????
1／13清時代の女性
中国・台湾のテレビドラマ、清朝・
乾隆帝の物語。
社会
文化
34
266／17美を創る人人
中国の京劇・映画と民間芸術を紹
介する
文化
芸術
29
279／30紅棲夢 中国・台湾のテレビドラマ 社会文化 24
289／30台湾・中国のうた
台湾・中国で流行しているうたを
紹介する
社会
文化
22
291／13女性太極挙 女性の太極挙教材 文化 22
今回の調査によって、学生達の中国に対しての興味がほぽはっきりして
きます、97年の調査で、「中国語を勉強するにあたり、中国の何について知
りたいですか？」と質問したら、次の結果になりました…「風俗習慣」が
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1位で41．95％、r文化」（文明の意味も入っオいると思う）は差がないくら
いの41．37％で2位になり、あとは「生活」39．08％、「歴史」37．35％。今
年4月の調査（前出99年の調査）でも、ほぼ同じような結果がでています。
「文化」53．26％、「風俗習慣」47．28％、「生活」39．67％、「歴史」33．69％。
学生達は、中国という国あるいは民族を理解するために、その国の文化・
風俗・歴史から現代の生活まで理解していこうと思っているようです。こ
れは正しい方法だと思います、こういう考えに応じて、ビデオで中国の文
明・文化・歴史・生活などを紹介しました（「風俗習慣」のビデオも持って
いるが、去年は観せなかった）、勿論、99年1月のビデオについての調査結
果は、完全に97年の中国語の勉強についての調査結果と一致しているとは
言えない、「文学」・「政治」・「経済」・「地理」・「思想」・「語学」などをまだ
紹介していないので、比ぺることができないのです。でも、学生達は中国
の文明・文化・歴史・現代生活に驚いたことは間違いありません。中学校・
高校のときに、ぜんぜん知らなかった分野に、突然、出会ったこともある
し、またそれを実証するように、もともと持っている中国のイメージとは
大差があり、びっくりしたとレポートの中に書いてありました（次回の論
文で発表する予定がある）。この中国についての再認識で、また、中国語の
学習意欲を高めることもできるでしょう。
　近年、中国の成長ぶりが世界の注目を浴びています。その原因は単純に
「経済」の発展だけではなくて、重要なのは、その国の文明・文化の力な
のです。文明・文化のカがあって、さらに経済発展を加えたら、その国の
カは将来、計り知れないほど成長を遂げて行くだろう。
　文明・文化・歴史について、中国（共産党政権）を批判しつづけてきた
中嶋嶺雄も、この頃（99年11月）出版した「中国・台湾・香港」の中で、
こう言いました。～
　「もっと違った政策的選択があれば、今目の中国も当然、台湾と同じよ
うな経済的成果を得る可能性を秘めていたはずです。」（P54）
　「しかし、毛沢東路線による人民公社、『大躍進』政策の失敗、そして文
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化大革命の悲惨が回避できていれば、中国人は優秀な民族であるだけに、
さまざまな可能性を模索することができたはずです。」（P54）
　「中国は潜在的に大国ですし、人口も多い．その中国が後進的であっと
いう不利はたしかにありますが、儒教文化圏としての長い歴史的、文化的
背景をもつ国であったにしては、そのスタート以来半世紀を経ながら、今
目の中国はあまりにも到達度が低いと見ざるを得ないのです。」（P55）
　「イギリスが香港で行った植民地政策は、同じイギリスがアフリカや中
近東で、そしてまたかつて南半球のオーストラリアやニュージーランドの
初期の植民地時代に行ったきわめて野蛮な政策とは打って変わったもので
した。アヘン戦争以来、中国文明の歴史の重みにある種の畏敬の念を抱い
ていたからでもありましょうが、イギリスの植民地経営はアヘン戦争直後
に香港を領有してからというもの、かなり開明的、啓蒙的な色彩が強いも
のになっていたと思われます。」（P80）
　また、同じとき（99年10月）に出版された「チャイナNOW（50歳の中
国診断）」の中でもこう言いました…
　「中国が『超大国』かどうかについては、専門家の間ですら、意見が分
かれる。『いや潜在的超大国と呼ぶべきだろう』と解説してくれる友人もい
る。」（まえがき）
　「しかし、浴々と流れる五千年の歴史、12億という人口規模、この2点
だけをとってみても、『大国』であることに異論をさしはさむ人はいない。
ある意味で『不気味な大国』でもある。」（まえがき）
　二つの本でも、中国の文明・文化・歴史を重要視しました。
　学生達は、中国に対しての無知（4月授業を始める前に、学生達に「中
国に対してのイメージと中国についての認識」を教室で書かせた結果を、
次回の論文で発表する予定であります）から、自分の目で、はっきりした
映像で、中国に接燭する、そのうちに、中国に対しての認識と情報量が増
えてきて、また、判断力も高まりました。最初は、中国の「文化・風俗習
慣・歴史・生活」について知りたい、ごく一般的な、庶民的なことを理解
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するだけ、単なる隣人の生活を窺きたいような感じだけで、となりの国の
言葉を勉強していくのだから。高度な文化の達成度を全然分からないうち
に、映像を観た途端、別世界のような光景が目に飛びこんできて、衝撃を
受けた後、中国を再確認をしました。この「認識の過程」は、学生の学習
意欲と教師の教育目標と接点があります、一致するとも言えるだろう、例
え、もし学生がビデオを観ない前に、前出「中国・台湾・香港」と「50歳
の中国診断」が書かれている言葉を学生に言い聞かせても、聞いてくれな
いでしょう、中国の文明を認識していない限り、なかなか同感できないだ
ろう。このように、ビデオを観て、学生の好奇心を満足させられるし、教
師の教育目標（中国文明に対しての正確な認識を培う）も達成できます、
最後の目的は、学生達が自分自身から進んで中国語を勉強することです。
その国の文化を認めないと、その国の言葉を勉強したいはずがないのです。
それ故に、中国語を勉強させたいならば、まず、中国の文明・文化・歴史
を教えなければならないのです。
　今回の調査で、どうしてこういう結果になったのかと、検討しましょう。
1．「馬王堆漢墓」では、2100年前の死体でも腐敗していなく、それを解剖
して、2100年前の人間の死因を調べることができたということを紹介しま
した。腐敗から守るという科学技術、またそのときのシルク製衣服の完成
度も極めて高く、食生活、目常用品なども今日にも負けていない生活ぶり
が、学生達を驚かせたのでしょう。
2．「始皇帝」では、世界中の何人かの独裁者を1人1人を紹介した後に、
宇宙から見える地球で唯一の建築物は万里の長城である、その建設者は「始
皇帝」だと言って、学生達は驚きました、そして、全国統一、文字統一、
度量衡統一、中央集権、国家（大国）形成、焚書坑儒、万里長城の建設、
阿房官の建設、墓の中には水銀の河と自動発射の矢、兵馬桶、不老長寿の
追求、徐福の目本上陸の伝説などなど、とてもスケールは大きいし、また
現代入でも考えられないほどの奇大な建設と思いつかない発想、とても魅
了される部分がたくさんあるので、学生は興味を持ったのでしょ。
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3．「中国気功」では、気功の威力に驚かせられました、不明な点がまだ多
く、神秘的で、不思議な雰囲気が漂っています。学生に知りたいという気
持を起こさせました。特に、気功は中国の3、4千年前から健康法として
今まで伝わって来た医学と関係ある養生法で、研究の価値があるらしい、
荘子の「其の食は甘からず、其の息は深深たり。真人の息、は踵を以てし、
衆人の息は喉を以てす。」（大宗師第六）という言葉を理解できない学生が
多い、だからこそ興味を持つのでしょう。
4．「中国医学」では、中国医学の独自の発想・歴史・薬材を紹介し、特に
曹操と華陀の物語を話しました、華岡清州が麻酔薬を発見した年の1700年
前に、既に中国ではそれを用いて手術を行っていました。学生はこれを初
めて知ったようで、大変驚いていました。
　以上の4点の中国古代文明は、学生を驚かせる連続で、中国についての
興味を沸き起こしてきました。
5．「中国音楽』では、伍芳さんの古箏演奏ただ3曲で、学生達を魅了させ
ました、琴は目本の古典楽器だと学生は思っていました、でも古箏を見て、
琴は中国から伝来したものと始めて分かりました、しかもその古箏はもう
始皇帝の前の時代からずっと演奏されてる楽器で、3000年も前のものと始
めて知りました（中国最古の楽器一演奏ができる世界最古の楽器一笛
が河南省で発見された、約九千年前の音色が現代によみがえった、朝目99
年9月24日）。古箏の独奏でもいいし、ピアノとセッションもできる、古い
楽器でも新しく演奏できる、音はとてもきれいで、山の音のように、水の
音のように、実に自然の生命をよく表現できる音楽だと始めて分かったの
でしょう、日本の古典的な琴演奏の窮屈なイメージを一掃しました．だか
ら新鮮で感動が大きかったのだろう。また、中国の楽団の演奏もみごとで
した、西洋のオーケストラのようにさまざまな楽器で合奏して、とても穏
やかな音楽で聞き心地がよかったです。
6．「中国園林」は、中国の建築芸術、中国の庭園芸術で満ちています、学
生がこれを見て、日本庭園とのつながりを思起しました。驚かされたのは
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あの太湖石の神秘とその美の観賞、また、庭園を覆った霧、人工山と洞窟、
額縁としで使った窓、庭園と中国画の関連、中国の文人、官僚、大商人の
住居の考え方、どれをとっても新しい発見、だから衝撃が大きく、中国に
対しての興味が沸いてきたのでしょう。
7．「兵馬桶」では、中国の技術・芸術・科学なども紹介しました。8000体
の兵隊に一体一体同じ顔を持ものはなく、そのときの兵器は今でも輝いて
いて、銅馬と馬車の芸術性も非常に優れています、見れば見るほど魅了さ
れてしまいます。遠い昔の2200年も前のことだと考えると、本当に圧倒さ
れます、だから学生は不思議に思いながら、興味が沸いてきたのでしょう。
8．「中国のアニメーション」は、学生が観たことのない水墨画のアニメで
す、小さい頃からアニメと一緒に成長してきた学生達に対して、もう一つ
の新しい世界を発見した感じだろう。一コマーコマは皆一枚一枚のすばら
しい中国画です、学生はこの中国画に感動して、興味が沸いてきたのでしょ
う。
　以上の4点は、すべて偶然に中国の芸術の表現だと思います、中国文明
の芸術の精髄である音楽・建築・水墨画・青銅器・陶器など、学生がこう
いう関連性あるものを一同に選んだことが、私を驚かせました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の9．「中国武術」は、中国文化の一つとして、曽て歴史上で大きな役割を果
たしたこともあった中国武術を巧みに紹介しました。中国人でも分からな
いほど詳しい歴史を説明しました、からだの動き方の速さ、凄さに皆驚か
されました、ほとんどの学生は小さい頃から中国功夫に似たような漫画と
アニメを何回も観たことがあるらしい、もともと中国功夫に興味を持って
いるのは大部分だと言えよう（学生の感想文からの結論）、このビデオを観
て大感動したようです。だから、もっと中国を知りたいと言う声が大きく
なったのだと思います。
10．「台湾テレビのCM」は、台湾の無線放送チャンネルで放送されたCM
を一部録画しました、CMからその国の生活様子を推測できるし、民衆達
の価値観も多少窺けます、また目本との異なる部分も比べることができま
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す。学生のほとんどが「台湾の生活は目本と大差がない」と言うことを始
めて知りました。目本で使う目常用品（シャンプー、化粧品など）は台湾
も同じものをよく使っています、経済大国日本の生活はアジアの中で1番
と念頭においている学生は、まさに意外な光景だったと言えよう。衝撃が
大きかっただろうか、また隣国の生活を分かってきたからだろうか、理由
はわからないが、多分おもしろいと思ったので、「少林寺武術」と「唐文化
（則天武后）」と三つとも同じ数字で選ばれました。
11．「則天武后」では、唐時代の文化を紹介し、西アジアとヨーロッパとの
交流、交流によって文化が花ひらかれたことと西安の国際都市の形成、当
時の世界一大都市として活躍した様子、則天武后の歴史、目本とのかかわ
り、今の西安なども紹介しました。古代中国を認識するためのいい教材だ
と思います、学生も感激して、よく支持してくれました。
12．「黄山」では、中国の大自然を紹介しました、黄山の地形、黄山のくも、
黄山の松、黄山と中国文学、黄山と中国の美意識、黄山と中国の山水画な
ども介紹し、学生はもっと中国文化の内容をより一歩前へ前へと理解して
きました。きたないとしか思っていなかった中国には、こんなにすばらし
いところもあるだなと学生は感動しました。
　以上の4点も興味深いもので、新しい発見できるものばかりでした。一
層中国語を勉強しようという気持が一杯になったでしょう。
　（13以後の説明を省略します、来年の調査を合わせて説明する予定があ
ります）
　中国語を勉強させたい、中国に対しての興味を起こさせたい、中国文化
を重要視させたい、語学だけではできない教育目標を達成したい、授業の
中身を高めたい、授業がおもしろいと感じさせたい心持ちで、以上のビデ
オを使って授業しました、学生の感じ方がどう変化するのか不安もあった
ので、次の調査をしました。
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　1998年11月10目前後に調査した結果（4クラス129名、欠席者を除く）
中国の文化について興味がありますか？
1．前より興味があります。　一…一・…・一・一……一…・7759．68％
2．前より興味がありません。　一…・…・…一・…一・……・1511．62％
3．ずっと興味を持っています。　・…………一…曾・一…一3527．13％
4．ずっと興味を持っていません。　…一……・……・………　2　L55％
中国語について興味がありますか？
1．前より興味があります。　……一…一…曹………………9472．86％
2．前より興味がありません。　・・…一…一一・一一…一23　17．82％
3．ずっと興味を持っています。　一………一…・・…一……　9　6．97％
4．ずっと興味を持っていません。　…・………一…………・2　L55％
　中国文化について、「前より興味がある」と答えたのは59．68％、ビデオ
の授業によって、中国文化を理解し、興味が湧いてきた様子が見られまし
た。「ずっと興味を持っている」の27．13％を加えたら、中国文化への興味
は86．81％もあります。「前より興味がない」のは、一体どういうわけか、
質問しなかったので、分かりませんでした。
　中国語について、「前より興味がある」のは72．86％、文化について関心
を強めれば、それが語学の関心にも移ります、また語学授業によって、発
音と文法をだんだんと理解して、親近感も感じ取れるだろうと思います、
中国語に興味を持つ学生は6．97％ともともと少なかったので、こういう変
化があったことは、むしろ大変嬉しい結果だと思います、中国語に興味を
持っている学生（1＋3）は79．83％、比べてみるとやはり中国文化の方（86．81％）
が多いという結果になりました。勉強しやすくて、好奇心を満足させられ、
教養にもなるだろうと思います。ただし、17．82％の学生は前より興味がな
いのは質問しなかったので分かりませんでした。
　11月まででは、中国文化についてのビデオはまだ十分でなく、11月下旬
に検定試験があるので、授業中、発音と文法を教えるばかりでした。11月
20目頃以後、ビデオの観賞を再開しました、こんな事実もありました、十
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分ビデオを観た後もう一度調査をして、質間しなかった「興味があるかど
うか」の理由も質問しました。今年の2月の最後の授業で調査を行いまし
た。
　勉強態度によって、学習結果も違ってきます、勉強態度が悪い学生、欠
席がちで、調査の信慧性が落ちる可能性もあるので、出席のいいグループ
（Aグループ）と出席のやや悪いと悪いグループ（Bグループ）と二つグ
ループに分けました。その結果は次の通りです。
　1999年2月15目前後に調査した結果（同じ4クラス173名）
中国文化について興味がありますか？
1．前より興味があります。
2．前より興味がありません。
3．ずっと興味を持っています。
4．ずっと興味を持っていません。
A102名B71名 計173名
人数 比率 計 比率
??73
44
71．56％
61．97％
11767．63％
?? ?1．96％
4．22％ 5 2．89％
??25
24
24．50％
33．80％
4928．32％
?? ?1．96％
　　0 2
1．15％
無回答 0
1十3 95．95％
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中国語について興味がありますか？
1．前より興味があります。
2．前より興味がありません。
3．ずっと興味を持っています。
4．ずっと興味を持っていません。
A102名B71名 計173名
人数 比率 計 比率
??71
34
69．60％
47．88％
105『60．69％
?? 13
26
12．74％
36．61％
3922．54％
??17
7
16．66％
9．85％
??
13．87％
?? ?　　0
2．81％ 2 1．15％
無回答 3
　　　　　　　　　　　　　　1十3　　　　　　　　　　　　74．56％
　中国文化について、「前より興味がある」のは67．63％、映像の魅力を確
信できます、「ずっと興味を持っています」の28．32％を入れると、95．95％
になります、学生達はほぼ全員がビデオの授業によって、中国の文化に興
味を持つようになりました。とても良い教学結果になりました。去年の調
査と今年とは、「ずっと興味を持っている」があまり変らない（27．13％一
28．32％）が、「前より興味がない」のが三ヶ月後に減少しました（11．62％
一2．89％）、「前より興味がある」は増えてきました（59．68％一67．63％）、
ビデオの本数が増えてくると、学生は中国文化をより深く理解でき、そし
て興味も高めます。
　中国語について「前より興味がある」のは60．69％、やはり「文化」（67．63％）
よりやや少なく、「ずっと興味を持っている」のは13．87％、学生達は語学
より文化の方（28．32％）が好きだとはっきり分かりました。中国語に興味
を持つのは合計74．56％、「文化」（95．95％）と比べると大差があります、
中国文化は中国語より学生が受け入れ易いと言えるでしょう。こういう原
因で、中国文化を紹介しないで中国語を教えるには、教学効果が失敗して
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しまうだろう（中国語教学の一般的な現状とも思える、前出の座談会でも
見られる）。逆に、中国文化をビデオを使って巧みに授業したら、中国語の
授業にプラスになります、学生に語学勉強の興味と意欲を持たせられるだ
ろう。但し、学生が本当に勉強するかどうかはまた学生の生活様式、決心、
実行力によるもので、難しい問題を残しています。
　去年11月と今年2月の調査には、授業の最後の時点で見ると、「前より興
味がある」のは減少しました（72．86％一60．69％）、一年間の勉強を顧みる
と学生が自分はあまりできなかったと考えると、興味が沸かないでしょう。
また「前より興味がない」も増えてきました（17．82％一22．54％）、中国語
は難しいので、自分には無理な勉強だと思った結果なのでしょう。でも、「ずっ
と興味を持っている」において「文化」の方はあまり変わらないのに対し
て、「中国語」の方は増えてきました（6。97％一13．87％）、学生が中国文化
に興味を持ち始めたのかどうか、分析しがたくなります。
　「中国文化について、前より興味がない」という理由は、次の通りです。
1．ビデオで観て、もう十分。一……・………・……………・一・……1名
2．昔のことはどうでもいい。……・…一……・…………・……・・一・・1名
3．中国語が分からないので、中国文化も分からない。　……………1名
4．文化は興味がない。　………・…・……・…・…一………・……………　1名
5．無回答一一…………・…・…一一一・・……・……一…9……・一・1名
　「中国語」について、前より興味がないという理由は、次の通りです。
1．難しい（発音が難しくて、使いこなせるよになるの
　は大変なことだと，思う。難しいと分かり、自分でやる
　自信がなくなってしまいました。話せるようにならな一……・…・25名
　い。あまりにも難しいから、私には向いていない。思っ
　てたよりも、ずっと難しかった。など）
2．勉強しない。…………一…9……・・…………・…・……………・・…5名
3．将来、やりたいことが大体決まっていて、中国語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名　勉強は関係がうすい。
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4．思っていたよりおもしろみがなかった。………・……・…・………1名
5．どうでもいい。…一……………・………一一…・じ……一………・1名
6．「中国だ！」をみたいと思うことは少し減った。　………………　1名
7．ダサイー……・…………・一……………・・…………一…・◆………・1名
8．なじめなかった。　…………………一一…………・・…一……一1名
9．案外簡単だった◎　・・………………・…………………………………1名
10．無回答一……・………曹・D…・・……………9…………・・……・…………3名
　「中国文化」について、前より興味がない」のはただ4人しかいないの
で、論じる必要がないと思います。「中国語」の方は、1年問学習した後、
中国語は難9しいと分かって、中国語の勉強をやめた者が30名（17．34％）が
います（勉強を怠たっている者も入れる）、この17．34％の学生は、真剣に
勉強したことがなかっただろう。勉強しないで、一方的に難しいと思い込
んでいるかもしれません。他の理由は、自分の考えによったもので、理解
できます。
三、「第39回（1999年11月）検定試験」の結果に学習成果を考察する
　約10年前から、学生に検定試験を受けるように勧めてきました、目的は
六つあります、1、学生をみずから勉強させる。2、学生達に自信をつけ
させる。3、中国語に興味を持たせる。4、将来役に立たせる（夢を持た
せるだけで、本当に役立つとは言いきれない）。5、学生の勉強結果を調ぺ
る。6、自分の教え方を反省する。以下の四つを分けて論じます。
1．学生達を勉強させる。
2．中国語に興味をもたせる。
3．学生の勉強結果を調ぺる。
4．自分の教え方を反省する。
1．学生達を勉強させる。
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　検定試験を受けさせることによって、学習目標を立てさせました、少な
くても合格しようという気持ちを持たせました。合格まで勉強しなければ
ならないと思うのは普通の考えだと思いますが、やはり勉強しない学生も
けっこういます。試験目1ヶ月半前から、検定目前の二週間の間にかけて、
ほとんど毎回の授業で発音の小テストを行いました。検定試験に合わせて
全員を勉強させるために、勉強の雰囲気を作ろうと思ったからです。その
うちに勉強したかどうかを2回調査しました。11月1目～14目の2週間の
間と試験日　（11月21目）前の1週間の間、結果は次の通りです。
　4クラスでA、B、C、Dと示します、調査したとき、欠席者がいるの
で、人数が一致していない。
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検定一週間前の二週間の問 検定前一週間の間
勉強した 勉強しなかった 勉強した 勉強しなかった
A
受ける 8 11
A
受ける 9 7
受けない 2 21 受けない 0 21
計42名 10 32 計37名 9 28
B
受ける 7 8
B
受ける 13 2
受けない 2 22 受けない 0 23
計39名 9 30 計38名 13 25
C
受ける 7 10
C
受ける 10 3
受けない 1 21 受けない 0 27
計39名 8 31 計40名 10 30
D
受ける 17 9
D
受ける 20 1
受けない 6 12 受けない 2 9
計44名 23 21 計32 22 10
??
4名
受ける77名 39 50．64％38 49．35％??
7名
受ける65名 52 80．00％13 20．00
受けない87名 11 12．64％76 87．35％ 受けない82名 2 2．43％ 80 97．56％
164 50 30．48％11469．51％ 147 54 36．73％93 63．26％
　検定試験に向けて勉強させるのは、上の一覧表から見ると、その効果が
著しく現れます、受けるグループは検定一週間前の14か目間に50．64％の学
生が勉強しました（勉強しなかったのが49．35％、5分5分になる）、検定
前の7か目間に80．00％の学生が勉強しました（勉強しなかったのが減り、
20．00％になる）。そして、受けないグループで検定一週間前の14か目間に
12．64％の学生が勉強しました（勉強しなかったのが87．35％）。検定前の7
か日間に2．43％の学生が勉強しました（勉強しなかったのが増え、97．56％
になる、ほとんど全員勉強しなかったと言えるでしょう）、検定目は検定を
受けない者に対しては無関係の日ですから、勉強しないのは当然だと思い
ます。受ける者に対して、検定日が近づいてくるにつれて、緊張感が高まっ
てくるのだと思います（学生達は砂とり教育の政策で緊張感を失っていま
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す）、でも受けるの全員が緊張したのではなく、その中の一部の学生は勉強
しませんでした、あるいは勉強の時間数が極めて短かったと思います（来
年に発表する予定がる）。大学で楽しく学生生活を過ごしたい風潮の中に、
少し勉強させることができたのは、大変なことだと痛感しました。
2．中国語に興味を持たせる。
　前出0結果は1998年（1999年1月調査した）の調査です（本年度のもの
は来年2月に調査する予定です）、前期に発音を一生懸命に教え、文法も少
少教えました。後期に入ると検定試験の準備で発音・文法・単語など、全
方面に注意をはらって教えました、読めれば、中国語に対し興味が高まる
だろうと思って、特に発音の小テストにカを注ぎました。中国語の文法も
自分が考察した簡単な方法で教えました、文法のしくみを理解してくれた
ら、中国語を書けるようになり、興味が湧いてくるだろう、さらに、中国
語の興味を起こしたいと思い、4月から中国文化と現状を紹介するビデオ
も30本くらい見せました。結果は前出（二の終末）の数字で分かると思い
ます。ここでは学生達の文字表現でそのまま一部を写します。
　中国語についての興味が前より上がりました、その理由は次の通りです。
（1）中国語によって今まで分からなかったものが多少分かるようになった。
（2）中国の映画やアニメを聴き取ってみたいし、原文の三国志を読んでみた
　いから。
（3）もう少し中国語が聞きとれるようになりたいから。
（4）準4級に受かったから。
（5）初めは家族や知人から勧められて授業をとったのですが、勉強していぐ
　うちに少しづつ中国語が分かるようになり、おもしろくなった。
（6）短い文章からもう少し長い文章をつくれるようになりたいから。
（7）約半年間の授業の中で教科書による勉強とビデオを使っての勉強を通し
　て中国に対する見方、考え方が変わったから。
（8）1度中国に行って文化を調べたいから。
（9）前は全く興味がなかったけれど、中国語を勉強してみたら難しくて大変
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　だけれど、目本語に似ているところがあって楽しかったから。
（1①発音から文法まで、いろいろと勉強してきたから。
（11）今までいろいろビデオを見てきたことにより、文化などいろいろな事を
　得たので、語学の方ももっと知りたいと思った。
⑰いろいろなビデオ・資料をみて。
（1鋤ビデオを見て中国の文化や歴史に対する興味がわいたから。
（1の授業中にビデオを見たり、いろいろ話をきいたから。
（紛授業を通して心に得たものがあったから。
（1①先生にいろいろなビデオを見せてもらって中国も意外と面白いと思った
　から。
（罵高校での授業で中国の歴史や文化をやっていたのでとても興味があり、
　現在の中国の様子などを見て、より一層興味を持った。
（拗中国へ行って、始皇帝陵や庭園をみてみたいから．
（19後期の中ごろから中国語を勉強することが面白くなってきたため。
⑳難しいけど、おもしろく、検定に合格したいから。
⑳中国語が理解できたため。
⑳中国のビデオを見てから、中国についての関心が高くなった。
㈲漢字を読めるようになったので、少し楽しく思えるようになった。
⑳中国語の知識が以前より増えてきて、おもしろいと思えるようになって
　きたから。
㈲中国の文化のビデオを見て、とても興味を持ったから。
3．学生の勉強結果を調べる。
　検定試験の結果によって、学生の到達点を考察し、特に発音と文法それ
ぞれの分野で、学生のできた、できなかたところを絞り出して、自分の教
え方の反省材料になりました。学生があまりできなかったところを来年気
をつけて教えます、また学生が母国語の影響によってうまくできなかった
ところを来年よく練習させます。
　以下は検定試験の問題によって、一つづっ検討します（4クラスでA、
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B、C、Dと示します、11月22目と23目調査の時点で欠席者を除く）
（1〉今回の参加人数と合格比率…
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
合格者の人数 11 11 9 17 48 64．00％
不合格者の人数 8 4 7 8 27 36．00％
90点…1名、80点以上…11名、70点以上…14名、60点以上…22名、50点以
上…13名、50点以下…13名。
　合格、不合格の人数から見れば、成績が良いか悪いか、比較できないの
で、言いにくいが、学生がもっと発音をしっかり練習すれば、これよりい
い成績を取れるはずです。9月中旬から10月末までの発音練習は、予想通
りにいかなかったようで、悲しかった。
（2）各分野の試験問題
①ヒアリング（20点）
1）　c首0　　2）　chi　3）　Pむ　　4）　ri　5）　y…1n　　6）　qi6ng
7）si8）16u9）」道10）zh6ng
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得点　比　率 55．78％54．66％61．87％59．60％（平均）57．97％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 46．11％46．66％55．18％46．25％（平均）48．55％
　私が心配していた発音の聞き取りテストはやはり失敗で終わりました。
何十回も複習したのに、あまりできなかったのは、自宅で勉強しなかった
せいだと思います、毎回の授業を受けた後に複習しないと、次の授業には
前回練習したものがすべて頭から抜けてしまうからです。中国語の発音に
っいて、学生の徹底的な勉強をしてもらいたいものです。
②単語の耕音表記
1）狗2）球3）銭4）瞼5）樹
　　　　　　　　　　　　一325一
陳　　順和
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得点　比　率 46．31％45．33％38．75％47．20％（平均）44．39％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 25．55％40．95％40．74％27．50％（平均）33．68％
　教科書の中にないものも含まれていますから、広い範囲で勉強しないと、
高得点できない分野です、Cクラスが読み方はうまくて、検定不参加者も
できがいい学生が多いため、逆に参加者より得点がよかった。Dクラスは、
テスト前によく勉強したので、点数の格差も大きかった。Aも同じ現象が
あるが、原因は見つからなかった。
③単語の発音と意味
1）革果　2）汽車　3）耳朶　4）大家　5）老師。
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得点　比　率 60．00％74．66％67．50％62．40％（平均）66．14％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 43．33％44．76％61．48％57．50％（平均）51．76％
　意味と発音両方ともテストするものなので、②の併音表記より難しくな
ります、Bは30点の差があって、CとDは格差が少ないのは、Cの方は勉
強できた者が全員参加したのではないからです、Dは検定目前の2、3週
間、少し厳しく教えたからだと思硫ます。
④目本語の中国語訳
1）歩くのがはやい　　2）売ることができる
3）電話をかける　　　4）よく勉強する
5）1年半
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中国語の勉強について（二）
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得　点　比　率 40．00％52．00％42．50％47．20％（平均）45．42％
不参加者の数 18 21 27 16 82
得点　比　率 33．33％28．57％32．59％38．75％（平均）33．31％
　A、C、Dとも10点くらいの差で、どうしてBは24点の差もあるのか思
いつきません。この点数の差は、1年だけで分析できないかもしれません。
とりあえずこの点数を配列して、来年からも調べます。
⑤中国語の語句の意味
1）復客汽　2）一枝姻　3）小心点兀4）一全鐘頭　5）生汽
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得 点　比　率 49．47％58．66％50．00％54．40％（平均）53．13％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 44．44％30．47％41．48％38．75％（平均）38．78％
　クラス別に見れば、点数差の原因をつかみにくい、平均点数から見れば、
参加者と不参加者の差は10点から20点の間です。Bクラスの不参加者はや
はり特に不勉強で、格差が大きかった。
⑥短文の中国語訳（文法）
1）あなたは何がほしいですか。
2）わたしには弟が1人いる。
3）テーブルの上に本が1冊ある。
4）わたしは彼女に猫を2匹あげます。
5）彼女はわたしたちに英語を教える。
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A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得点　比　率 83．33％83．33％81．87％80．00％（平均）82．13％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 58．88％55．71％69．25％42．50％（平均）56．58％
　文法の検定問題は、授業中で練習したものがよく入っていたので、少し
勉強すれば、直ぐに高得点がとれます、その結果、参加者の点数は80点以
上になりました。
⑦挨拶の言葉
1）「ご苦労さま」と言いたいとき。
2）「すみません」と謝られたとき。
3）人の姓名を尋ねたいとき。
4）相手の許しを乞うとき。
5）食事が済んだかどうか、聞きたいとき。
A B C D 計
参加者の人数 19 15 16 25 75
得点　比　率 64．44％79．33％60．00％72．00％（平均）68．94％
不参加者の人数 18 21 27 16 82
得点　比　率 44．44％39．04％40．37％32．50％（平均）39．08％
　前期から、挨拶の言葉を学生に暗記させました、前期の期末テストにも
出題しました。勉強すれば、文法より高得点がとれるはずです、学生達は
一夜漬けの勉強法が多いと思います。
（3）ヒアリング試験で、発音表記のでき方を考察する。
①c益0　1）k益0　2）9首03）s604）c益o
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中国語の勉強につ齢て（二）
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 37 77．08％
非正答の人数 4 3 0 4 11
不参加者の人数 17、 21 27 16 81 50 61札72％
非正答の人数 5 12 7 7 31
合格者の答え
　　　ラス
問題 A B C D 計
1） 3 1 0 2 6
2） 0 0 0 0 0
3） 1 2 0 2 5
4） 7 8 9 13 37
　まちがえて1）k首03）磁oを選んだ者がそれぞれ6名と5名います、「C」
の発音を何回も直したのに、まちがえたのは不勉強のせいだと思います、
77．08％の者ができました。
②chl1）chl2）q貢　3）ql4）zhi
A B C D 計 正答の人数正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 22 45．83％
非正答の人数 6 、8 、2 10 26
不参加者の人数 17 21 27 16 81 21 25．92％
非正答の人数 13 14 20 13 60
合格者の答え
　ラス問題 A B C D 計
1） 5 3 7 7 22
2） 4 4 r 6 15
3） 2 0 1 1 4
4） 0 4 0 3 7
　まちがえてq貢を選んだ、が15名もいます、chl、q廿の聞き分けることが
できないことが分かりました。逆に、chi、zhlの有気音と無気音の方が区
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別できたようです。
③P血　1）b道　2）b血3）　P丘　　4）　P並
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 19 39．58％
非正答の人数 5 6 5 13 29
不参加者の人数 17 21 27 16 81 20 24．69％
非正答の人数 14 16 23 8 61
参加者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 0 0 0 0 0
2） 5 6 5 13 29
3） 0 0 0 O O
4） 6 5 4 4 19
　まちがえて馳を選んだのが29名、正答者より10名多い、加と馳の有
気音と無気音の難しさが分かりました。
④n　1）zhi2）li3）ri4）yi
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 13 27．08％
非正答の人数 9 10 5 11 35
不参加者の人数 17 21 27 16 81 18 22．22％
非正答の人数 14 15 23 11 63
合格者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 9 9 5 11 34
2） 0 0 0 0 0
3） 2 1 4 6 13
4） 0 1 0 0 1
nは1iではないと何回も説明しました、34名でもまちがったので、rと
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zhを区別できないことがよく分かりました。
⑤yan　　1）　yang　　2）　yang　　3）　yan　　4）　yan
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 40 83．33％
非正答の人数 0 2 2 4 8
不参加者の人数 17 21 27 16 81 53 65．43％
非正答の人数 4 8 8 8 28
合格者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 0 2 2 3 7
2） 0 0 0 0 0
3） 0 0 0 1 1
4） 11 9 7 13 40
　anとangの区別は、やっとうまくできました、繰り返して練習させた結
果かもしれません。
⑥qi6ng　　1）xi6ng　　2）　qi6ng　　3）x丘n　　4）qing
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 41 85．41％
非正答の人数 1 1 2 3 7
不参加者の人数 17 21 27 16 81 60 74．07％
非正答の人数 6 4 7 4 21
合格者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 0 1 0 0 1
2） 10 10 7 14 41
3） O 0 1 1 2
4） 1 0 1 2 4
これも小テストのとき、何回も練習したので、うまくできました。
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⑦si1）sa　2）shl3）sl4）xi
A B 9 》D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 、11 9 17 48 32 66．66％
非正答の人数 2 6 2 6 16
不参加者の人数 17 21 27 16 81 35 43．20％
非正答の人数 8 16 11 11 46
合格者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 1 4 1 4 10
2） 0 1 0 1 2
3） 9 5 7 11 32
4） 1 1 1 1 4
　slとS貢を区別できないのは、日本語の「す」「SU」の影響と口唇の形を
まちがえたせいだと思います、不勉強は一番の原因も考えられます。
⑧　　16u　　1）　16u　　2）　lu6　　3）　1む　　4）　r6u
A B C D 計 正答の人数正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 34 70．83％
非正答の人数 6 2 4 2 14
不参加者の人数 17 21 27 16 81 41 50．61％
非正答の人数 10 10 11 9 40
合格者の答え
　　ラス
問題 A B C D 計
1） 5 9 5 15 34
2） 1 0 不明 0 1
3） 2 1 1 1 5
4） 3 1 1 1 6
不明2
　10uがまあまあできました、特にouとuoの区別はもう問題になりませ
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ん。
⑨道1）揃2）j政3）」む4）jo
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 ．11 9 17 48 47 97．91％
非正答の人数 1　・ 0 0 0 1
不参加者の人数 17 21 27 ’16 81 61 75．30％
非正答の人数 5 6 3 6 20
合格者の答え
　　　ラス
問題 A B C D 計
1） 1 0 0 0 1
2） 10 11 9 17 47
3） 0 0 0 0 0
4） 0 0 O 0 0
　4声をよく聞き分けました、嬉しい結果だと思います。
⑩zh6ng　1）zh6ng　2）zheng　3）z6ng　4）z6ng
A B C D 計 正答の人数 正答比率
合格者の人数 11 11 9 17 48 33 68．75％
非正答人数 6 4 2 3 15
不参加者の人数 17 21 27 16 81 42 51．85％
非正答人数 11 11 8 9 39
合格者の答え
　　　ラス
問題 A B C D 計
1） 5 7 7 14 33
2） 4 2 1 1 8
3） 2 2 1 2 7
4） 0 0 0 0 0
zh6ngとzhengでは、u入れてあるものと入れていないものを区別しに
くいのは、engを練習したときongを似たような音声だと思った原因だと
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思います。
4．自分の教え方を反省する。
　今年は、ヒアリングの点数があまりよくないのが一番反省すべきところ
です、発音の教え方をもっとていねいに教えなければならない。実を言う
と、今年の発音練習は全力で教えましたが、意外な結果がでてきて、一つ
の反省になりました。来年は今年の練習の量より倍に増やそうと思います。
勉強したい学生に、中国語の基礎をより完壁に築かせてあげたいと思い、
また学生達にみずからの勉強をしてほしいと思います。
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